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学　位　論　文　審　査　・　内　容　の　要　旨

　本研究は、近代日本の住宅の断熱について、断熱概念の萌芽期、断熱研究の萌芽期、断熱実用の萌芽期の状
況を明らかにしたものである。これまで断熱の歴史は、断熱材の生産史として扱われ、その始点は1960年頃とされて
いた。しかし生産に先立って、断熱の価値を理解し、断熱によって生活改善を図る思想や、住宅デザインと断熱を
総合的に考える視座が、断熱研究や断熱実用の根底にあったことを見逃してはならない。本研究では、断熱の実例
のみならず、断熱概念や断熱研究に着目し、これまで断熱の歴史で注目されていなかった明治期から1950年代ま
での日本の住宅の断熱を対象として、その受容の過程を詳細に分析した。
　研究の前半では、明治期ならびに、大正末期から昭和初期にかけての断熱をめぐる状況を明らかにし、後半にお
いては、1930年代と1950年代の建築家の断熱に対する思想と断熱材の使用手法を分析している。当該時期の研究
論文や建築専門誌における図面資料をもとに、室内環境や断熱に関する言説、ならびに住宅に用いられた断熱の
構法について詳細に検討を加えた。その結果、日本における断熱の受容過程において、明治期はドイツ衛生学より
断熱概念を獲得した時期であり、大正末期から昭和初期は、日本の気候と慣習に適した断熱方法を模索しながら、
建築の断熱や伝熱学に関する基本的な知見を得た時期とした。1930年以降は、性能が不十分な断熱材を試行錯
誤しながら実験的に用いた時期であり、50年代に入って先駆的な建築家による実用が始まるとした。近代日本の建
築家によって先駆的に断熱材導入を実践した例も詳細に分析されており、これら個別の研究や住宅事例を断熱の
視点で横断的に俯瞰することで、建築意匠史にも新たな視点を与えている。
　本研究は、日本における断熱技術の受容と展開に新たな知見を与えるとともに、断熱研究事例と住宅実践事例の
両面の検討によって、断熱による生活改善という視点から、日本近代住宅の室内環境と住宅デザインを総合的に評
価するという独自の有意義な分析となっている。
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